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満
開
の
桜
に
春
の
到
来
を
ひ
し
ひ
し

と
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
、
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。
新
入
生
や
新
入
社
員
を

迎
え
、
気
持
も
新
た
に
新
年
度
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
と
い
う
方
も
多
い
か
と
思
い
ま

す
。

　

今
回
の
J
C
O
M
M
通
信
は
、
第
七
回

日
本
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会
議
開

催
の
詳
細
を
中
心
に
お
届
け
し
ま
す
。
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イ
ベ
ン
ト
案
内

第
七
回
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ 

開
催
の
お
知
ら
せ

第七回日本モビリティ ・
　　マネジメント会議 開催案内
● 主催：一般社団法人 日本モビリティ・マネジメント会議

● 会場：富山県富山市　富山国際会議場

● 共催：(社 )土木学会 ,富山市，

　　　　　( 株 )新日本コンサルタント

● 後援：国土交通省（予定）ほか

● 日時：

　2012 年 8 月 3 日 ( 金 )－8 月 5 日 ( 日 )

● 趣旨：

　　モビリティ ・ マネジメント （ＭＭ） は、 社会心理学や社会学
　などの 「学術的」 な知見を基盤とした、 人々にコミュニケー
　ションで働きかけることにより交通行動の自発的な変化を促す
　「実務的」 な交通施策です。 我が国におけるＭＭ施策が今
　後も効果的 ・ 広範に推進されることを目指して、 行政、 大学、
　コンサルタント等のＭＭ関係者が一堂に会する日本モビリティ
　 ・ マネジメント会議 （JCOMM） の第七回会議を開催いたします。

●　発表申し込み：
　　下記を JCOMM web ページ内の発表申込フォーム (https://
　　ssl.alpha-prm.jp/jcomm.or.jp/form/7th_presentation.html) に
　　記入のうえお申し込みください。

　①発表者 ・ 連名者の氏名 ・ 所属／勤務先、②代表者連絡先
　 ( 氏名、 住所、 tel、 e-mail )、③ＭＭで使用したツール展示
　の希望、④発表タイトル、⑤発表概要 （800 字以内 （厳守） で

　a) 背景と目的 200 字程度、 b) プロジェクトの内容 200 字程度、

　c) 効果 200 字程度、　d) 結論 200 字程度を記載）、⑥キーワード

  　※　発表申込締め切り ： 2012 年　4 月　13 日 ( 金 )

　　　　　締め切りは過ぎておりますが、 発表希望の方は事務局まで
　　　　　お問い合わせ下さい。

　　※　発表形式にはポスター発表 （ポスター掲示と説明）、 口頭発表
　　　　（スクール形式での口頭発表） の 2 通りありますが、 個々の発表
　　　　の形式については、 プログラム編成の都合により、 JCOMM 実
　　　　行委員会にて検討させて頂きます。

●　参加申し込み：
　　下記を JCOMM web ページ内の参加申込フォーム (https://
　　ssl.alpha-prm.jp/jcomm.or.jp/form/7th_entry.html) に記入の上
　　お申し込みください。

　①氏名、②所属／勤務先、③連絡先 ( 住所、 tel、 e-mail)

　　※　参加申込締め切り日 ： 2012 年　７月　20 日 ( 金 )

　　※　参加費無料 ・ 資料代 3000 円

●　詳細：URL ： http://www.jcomm.or.jp/

●　問い合わせ先：
　　京都大学大学院　JCOMM 事務局 ( 担当 ： 藤井 ・ 豊茂 ・ 前岡 )
　　e-mail: info@ jcomm.or.jp

　

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！　

計
量
計

画
研
究
所
は
都
市
・
地
域
、
社
会
基

盤
、
経
済
・
産
業
、
生
活
・
言
語
・
価

値
意
識
等
の
諸
分
野
の
計
画
策
定
に
関

す
る
計
量
的
調
査
研
究
を
行
う
シ
ン
ク

タ
ン
ク
と
し
て
、
一
九
六
四
年
に
設
立

さ
れ
、
来
年
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

『
全
て
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
Ｍ
Ｍ
の

Ｄ
Ｎ
Ａ
を
！
』
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
日
々

Ｍ
Ｍ
の
普
及
、
技
術
革
新
、
技
術
交

流
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
づ
く
り
に
励

ん
で
い
ま
す
。

　

縮
退
都
市
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
少
子
高

齢
化
社
会
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
、

都
市
圏
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
、
エ
コ

通
勤
の
国
民
運
動
支
援
、
賢
い
道
路

の
使
い
方
支
援
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
マ
ー

ケ
ッ
ト
リ
サ
ー
チ
、
健
康
と
交
通
の

調
査
研
究
（
自
主
研
究
事
業
）
、
学

校
教
育
と
Ｍ
Ｍ
研
究
（
自
主
研
究
事

業
）
、
Ｍ
Ｍ
技
術
交
流
（
公
益
事

業
）
他
、
職
員
一
丸
と
な
り
、
Ｍ
Ｍ

に
よ
る
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』
の
形
成

に
貢
献
す
べ
く
邁
進
中
で
す
。

　

Ｍ
Ｍ
の
基
礎
技
術
に
関
す
る
技
術

講
習
会
を
本
所
主
催
で
東
京
で
開
催

し
て
お
り
ま
す
（
今
年
は
六
月
一
八

日
と
一
九
日
を
予
定
）
。
Ｍ
Ｍ
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
に
よ
る
講
師
陣
が
二
日

間
集
中
講
義
を
行
い
ま
す
。
開
催
の

詳
細
は
本
所
Ｈ
Ｐ
で
公
表
予
定
で

す
。
振
る
っ
て
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

J
C
O
M
M
法
人
会
員
紹
介

    v
o
l.8

 

一
般
財
団
法
人 

計
量
計
画
研
究
所

▲ 写真　MM技術講習会の様子（IBS主催）

　

本
年
八
月
三
日
（
金
）
、
四
日
（
土
）
、
五

日
（
日
）
に
富
山
で
開
催
を
予
定
し
て
い
る

第
七
回
日
本
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

会
議
（
Ｊ
C
O
M
M
）
の
詳
細
が
決
ま
り

ま
し
た
。
本
会
議
で
は
、
本
年
度
取
り
組

ま
れ
た
M
M
の
成
果
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
現
在
構
想
中
の
M
M
の
計
画
や
、

M
M
に
関
連
す
る
各
種
の
制
度
的
／
研

究
的
な
提
案
や
自
由
な
ア
イ
デ
ィ
ア
等
、

多
様
な
ご
発
表
の
申
し
込
み
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
M
M
に
つ
い
て
多
面
的
に
議

論
で
き
る
、
年
に
一
度
の
機
会
で
す
。
左

記
を
ご
参
照
の
上
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
皆
様
に
富
山
で
お
会
い
で
き
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
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松
江
市
は
、
小
泉
八
雲
が
『
日

本
の
面
影
』
の
な
か
で
「
神
々
の

国
の
首
都
」
と
評
し
た
よ
う
に
、

今
日
で
も
他
者
や
地
域
と
の
関
係

を
重
視
す
る
社
会
関
係
資
本
（
ソ

ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
）
が
色

濃
く
残
る
地
方
都
市
の
一
つ
で

す
。

　

松
江
市
の
Ｍ
Ｍ
活
動
は
、
人
口

減
少
社
会
の
中
で
ク
ル
マ
中
心
の

暮
ら
し
が
も
た
ら
す
リ
ス
ク
を
減

ら
し
、
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築

の
た
め
に
も
う
一
度
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
た
社
会
関
係
の

構
築
に
よ
っ
て
公
共
交
通
の
維
持

を
図
ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
こ

の
た
め
、
公
共
交
通
維
持
に
関
す

る
計
画
の
策
定
段
階
か
ら
官
民
一

体
で
取
り
組
み
、
大
小
二
十
回
以

上
の
議
論
を
重
ね
ま
し
た
。
計
画

完
成
時
に
は
、
相
互
に
信
頼
関
係

が
醸
成
さ
れ
、
策
定
組
織
は
「
公

共
交
通
利
用
促
進
市
民
会
議
」
へ

発
展
的
に
移
行
し
、
Ｍ
Ｍ
も
含
め

た
計
画
を
実
施
す
る
推
進
力
に
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
「
で
き
る

こ
と
か
ら
、
で
き
る
ペ
ー
ス
で
、

で
き
る
人
か
ら
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
取
り
組
み
を
広
げ
て
い
ま
す
。

JCOMM通信　Vol. 23 　2012.3.31

　　

　

こ
れ
ま
で
の
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
等

の
交
通
社
会
実
験
は
、
「
参
加
す
る

人
が
損
を
す
る
」
。
協
力
し
て
く
れ

た
人
の
犠
牲
の
上
に
成
り
立
っ
て
お

り
、
実
験
が
終
わ
る
と
ま
た
元
に

戻
っ
て
し
ま
う
。

　

二
〇
〇
四

年
、
そ

ん
な

疑

問
を

も
っ
て
始
ま
っ
た
京
都
府
の
Ｔ
Ｄ

Ｍ
。
そ
れ
は
三
年
間
の
期
限
付
き
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
成
果
が
出
な
け
れ
ば

自
動
的
に
消
滅
す
る
。

　

交
通
は
派
生
需
要
で
あ
り
、
私

た
ち
の
暮
ら
し
ぶ
り
の
結
果
が

今
の
状
態
。
つ
ま
り
交
通
問
題

の
解
決
に
は
私
た
ち
の
暮
ら
し

や
ま
ち
の
構
造
か
ら
見
直
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
公
共
交
通

の
整
備
に
は
お
金
も
時
間
も
か

か
る
。
お
金
も
、
体
制
も
、
時

間
も
な
い
中
で
目
に
見
え
る
成

果
を
上
げ
る…

そ
の
選
択
肢
は

モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

し
か
な
か
っ
た
。

　

京
都
の
大
学
の
先
生
方
か
ら

な
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
を
設

け
、
基
本
計
画
を
庁
内
外
の
関

係
者
か
ら
な
る
推
進
会
議
で
策
定
。

こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
、
交
通
事
業

者
、
国
、
自
治
体
、
警
察
の
担
当
者
、

そ
し
て
商
工
会
議
所
も
が
一
緒
に
学

習
を
す
る
こ
と
で
、
課
題
を
共
有
し

政
策
の
ベ
ク
ト
ル
が
同
じ
に
な
っ

た
。
二
〇
〇
五
年
か
ら
始
ま
っ
た
宇

治
の
職
場
Ｍ
Ｍ
を
皮
切
り
に
局
地
戦

で
連
戦
連
勝
！

　

あ
る
時
、
バ
ス
会
社
の
業
務
課
長

さ
ん
が
「
ダ
イ
ヤ
も
ル
ー
ト
も
変
え

て
い
な
い
の
に
、
新
型
車
を
導
入
し
た

ら
利
用
者
が
五
割
も
増
え
た
」
と
。
た

し
か
に
宇
治
の
職
場
Ｍ
Ｍ
で
も
、
通
勤

マ
ッ
プ
の
デ
ザ
イ
ン
を
プ
ロ
の
デ
ザ
イ

ナ
ー
に
依
頼
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
配
布
物

の
デ
ザ
イ
ン
に
は
殊
更
に
気
を
遣
っ

た
。

　

桂
枝
雀
は
「
心
は
三
層
か
ら
な
る
」

と
言
っ
た
と
か
。
「
心
」
の
一
番
の
芯

は
「
魂
」
で
あ
っ
て
、
そ
の
次
に
「
心
」

が
あ
っ
て
、
そ
の
周
り
に
「
気
」
と
い

う
も
の
が
あ
る
と
。
「
魂
」
を
揺
さ

ぶ
る
に
は
、
ま
ず
「
気
」
を
ひ

い
て
、
「
心
」
に
届
い
て
、
も
う

一
段
中
に
入
る
と
「
心
を
う
つ
」
。

さ
ら
に
、
力
が
あ
ま
っ
て
い
れ

ば
「
魂
を
ゆ
さ
ぶ
る
」
と
。…

デ
ザ
イ
ン
の
力
が
人
々
の
「
気
」

を
引
い
た
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

そ
れ
以
降
、
「
デ
ザ
イ
ン
が
交
通

行
動
を
変
え
る
」
と
い
う
確
信

が
あ
る
。

　

限
ら
れ
た
人
員
と
予
算
の
中

で
新
し
い
施
策
を
実
施
す
る
に

は
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
の
棚
卸

し
を
し
、
業
務
の
優
先
順
位
を

考
え
る
こ
と
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な

い
。
周
到
な
デ
ー
タ
分
析
と
共
に
、
少

な
か
ら
ぬ
「
大
風
呂
敷
」
と
「
自
信
」

も
必
要
。

　

Ａ
Ｋ
Ｂ
４
８
で
ア
イ
ド
ル
に
な
れ
る

か
ど
う
か
の
分
か
れ
目
は
、
「
根
拠
の

な
い
自
信
」
を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か

だ
と
か
。
信
じ
る
モ
ノ
は
き
っ
と
救
わ

れ
る
！　

そ
し
て
本
気
で
や
れ
ば
、
感

動
が
待
っ
て
い
ま
す
！

第2回：京都府交通政策課　村尾俊道

私とＭＭ

自
発
的
な
活
動
も
生
ま
れ
ま
し

た
。

　

今
後
は
、
持
続
可
能
な
「
暮
ら

し
方
」
と
そ
れ
に
調
和
す
る
将
来

の
「
ま
ち
の
形
」
を
、
Ｍ
Ｍ
同
様

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て

考
え
、
こ
れ
を
実
現
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
（
松
江
市
公
共
交
通
利
用
促
進
市
民
会
議
会
長

飯
野
公
央(

島
根
大
学)

）

例
え
ば
、
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
ウ
ィ
ー

ク
（
通
勤
Ｍ
Ｍ
）
の
参
加
企
業
に

は
、
「
具
体
的
取
り
組
み
内
容
」

の
明
確
化
と
、
後
日
そ
の
効
果
の

検
証
を
行
い
、
取
り
組
み
の
継
続

化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
企
業
の
主

体
的
な
取
り
組
み
を
評
価
す
る
こ

と
で
、
協
力
企
業
は
三
年
間
で
九

十
社
を
超
え
ま
し
た
。
住
民
Ｍ
Ｍ

に
参
加
し
た
地
域
で
は
、
復
路
に

バ
ス
を
利
用
す
る
ハ
イ
キ
ン
グ
の

開
催
、
バ
ス
の
広
報
誌
発
行
な
ど

▲　写真 住民ＭＭを実施した法吉公民館区で発行されている会報

第十八回

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

　 
　
通
し
て
図
る

　
　
　
　
　
　
松
江
の
Ｍ
Ｍ
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